


　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て　

年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
の

12
間
に
も
羽
幌
町
の
高
齢
化
は
進

み
、
総
人
口
に
占
め
る　

歳
以
上

65

の
人
口
の
割
合
は
3
5
.
6
5
％

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
で

は
、「
羽
幌
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
平
成　

年
〜　

年
度
）」の
策

24

26

定
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
は
、
健
康
に
関
す
る
状

況
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
高

齢
者
保
健
福
祉
施
策
に
対
す
る

意
見
・
要
望
等
を
把
握
し
、
施
策

の
改
善
や
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
集
計

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

一
部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

検
証
し
、
今
年
度
中
に
計
画
を
策

定
、
公
表
し
ま
す
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法　

　

羽
幌
町
に
居
住
す
る　

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
２
、８
６
１
人
の
う

ち
、
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

を
除
く
２
、６
７
１
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
配
布
し
、
回
収
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
期
間

　

平
成　

年
８
月　

日
〜
９
月　

日

２３

２６

１６

◆
回
収
率　
　

％
７５

　

配
布   
2
、６
７
1
人

   
回
収　

2
、0
0
3
人

集
計
結
果
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、
役
場
と

天
売
、
焼
尻
両
支
所
、
公
民
館
、

健
康
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
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福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
 �
 
6
2
・
6
0
2
0

　
　
 （
す
こ
や
か
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）
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 無回答 
   379人
 （19%）

介護・介助は
  必要ない
   1,229人
   (61%）

現在、なんらかの
介護を受けている
 　　　   　224人（11%）

なんらかの
介護・介助は必要だが、
現在は受けていない
　　　　    171人（9%）

家族と同居
   　1,545人
　　（77%）

 一人暮らし
 　 403人　
　 （20%）

 �������	�

 その他  
  23人 （1%）

 無回答  
     32人 (2%）

　「なんらかの介助は必要だが、現在は受けていない」と
「現在、なんらかの介助を受けている」を合わせると395
人（20％）が「介護・介助は必要」と回答しています。

　家族と同居は1,545人
（77％）、一人暮らしは403
人（20％）でした。
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娘　 48人 (17%）

息子  25人  (9%）

介護サービスのヘルパー   56人
                                   (20%）

子の配偶者   8人  (4%）

その他　10人   (4%）

孫、兄弟姉妹  3人  (1%）

配偶者
（夫・妻）
　126人
　 (46%）
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　「配偶者」が126人（46％）と最も多く、次いで介護サービスの
ヘルパーが56人（20％）、「娘」が１７％（48人）、「息子」が９％（25
人）となっています。
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　介護の必要に関わらず、みなさんにお聞きし
ました。病院、診療所等に通院している割合が
高いことがわかります。

　介護者の年齢は、65歳以上が全体の64％と高
い割合となっています。

　介護・介助が必要と回答した395人にお聞きしました。「高齢
による衰弱」が37％で最も多く、次いで「脳卒中」が20％で
続いています。

　「生きがいはありますか」の問いに対しては、
1,563人（78％）の方が「はい」と回答、「いいえ」は
250人（12％）となっています。

�

　「特にない」が、410人（20％）でしたが、ほぼ同数の407名（20％）
が、「病気予防、健康づくり教室」の利用を希望しています。
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　昨年発表された平成22年国勢調査の確定数値は7,964でした。平成23年12月末現在の人口は8,026人で住民
基本台帳上では人口8,000人台を維持しています。この10年間で減少した人数は1,410人。毎年約140人の減と
なっていますが、昨年1年間を見ると164人減少しており、平均値を上回る減少数となっています。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は366回で一昨年の374回は下回りまし
た
が、1カ月平均でみると30.5回と毎日出動している計算になります。搬送種別では
急病による搬送が最も多く、出動回数全体の約46％を占めています。
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�� 平成22年度　�� 平成23年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成23年1月～12月
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　昨年の北海道全体の交通事故死者数は対前年で25人少ない190人。昭和24年以
来、62年ぶりに200人を下回ったものの、都道府県別では6位と死者数の多い地域で
あることに変わりありません。羽幌町においては、4年連続で死亡事故が発生、物
損事故は昨年より5件多い125件となっています。
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりとなっています。総収集量は、平成14年度
にごみ収集の有料化が始まって以来、減少傾向にあり、昨年も対前年で34t減少し
ています。しかし、全体の6割を占める生ごみ・一般ごみは一昨年と比較して24t増
加しています。
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(単位:kg)
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　上水道の使用量は毎年夏場に増加する傾向にありますが、昨年全体の使用量は一
昨年と比較して1.9％、13,812�減少しました。内訳をみると全国的に節水に対す
る意識が高まってこともあってか家庭用では3,402�、営業用においては2,856�の
減となりました。
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(単位:�)

※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴い使用件数、使用量ともに増加しています。家庭用においては一昨年と比
較して使用件数で60件、使用量で9,239�の増加となっています。
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(単位:�)

※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。



　

旭
川
地
方
気
象
台
の
デ
ー

タ
ー
に
よ
る
と
、
平
成　

年
２３

の
一
年
間
に
上
川
留
萌
地
方

で
発
生
し
た
地
震
で
、
体
に

感
じ
ら
れ
た
震
度
１
以
上
の

も
の
は　

回
（
平
成　

年
は　

34

22

19

回
）
で
し
た
。 
体
に
感
じ
ら

れ
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、

3
3
5
8
回
も
発
生
し
て
い

ま
す
。（
平
成　

年
度
は
2

22

4
1
7
回
）
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総
務
課
総
務
係 

�
６
２
・
１
２
１
１
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・タンスや家具類を固定し、高い
ところに重いものを置かない
・ガスコンロやストーブの周囲に
は燃えやすいものは置かない
・家の中の安全な場所を確認
しておく
・懐中電灯やスリッパなどは手
探りでも探せる位置に置く
・非常用持出品と備蓄品を準備
する（中身の定期的な点検も）
・避難場所までの経路で、危険
箇所などをチェックしておく
・日頃から家族や職場で避難場
所や経路、連絡方法を話し合う

　

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
突

然
の
地
震
に
も
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
さ
ず
、
自
分
や
家
族
の

身
を
守
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
家
の
中
や
周
囲

を
見
回
し
て
点
検
し
、
地
震

へ
の
備
え
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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・20日第３火曜日は祝日のため休診です。
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緊急性のない軽症の方は、平日の診療時間内に受診するようご協力をお願いします。(症状などで心配なことや、受診を希望される
方は、電話でご相談ください。看護師がお受けし、内容によっては 医師と相談して受診の必要性を判断します）

����������������北海道立羽幌病院 　� 0164-62-6060　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/hbb/
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味
噌
汁
の
味
は
お
袋
の
味
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
違
う
と
思
い
ま
す
。
お

い
し
い
と
い
わ
れ
る
味
噌
汁
の

塩
分
濃
度
は
１
％
で
一
杯
に
し

て
食
塩
量
は
1
・
5
ｇ
程
度
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
の
味
噌
汁
は
食
塩

量
が
も
っ
と
多
く
、
一
杯
で
2
ｇ

前
後
で
す
。

　

一
杯
1
ｇ
を
目
安
に
し
て
、
減

塩
で
も
お
い
し
い
味
噌
汁
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

成　

年
国
民
健
康
・
栄
養

２１
調
査
結
果
に
よ
る
と
成
人

の
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は　

・
7

10

ｇ（
男
性　

・
6
ｇ
、
女
性
9
・
9

11

ｇ
）で
し
た
。
さ
ら
に
、
約
７
割

の
人
が
目
標
量（
男
性
９
ｇ
未
満
、

女
性
７
・
５
ｇ
未
満
）を
こ
え
る
食

塩
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

高
血
圧
を
予
防
・
改
善
す
る
に

は
減
塩
が
必
要
な
の
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
、
す

で
に
減
塩
料
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

高
血
圧
の
方
は
、
１
日
の
食
塩
摂

取
の
目
標
量
が
６
ｇ
未
満
で
す
の

で
、
よ
り
減
塩
を
意
識
し
た
食
事

を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
毎
日
の
食
事
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
味
噌
汁
の
レ

シ
ピ
を
例
に
、
具
体
的
な
「
減
塩
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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��金子 和恵(管理栄養士)
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�　羽幌町成人式が開催されました。式

典には62人が出席。代表して山口涼太

さんと清水絵美さんが誓いの言葉を読

み上げました。(���)

�　留萌管内中部3町村子ども会かるた

大会が中央公民館で開催されました。

苫前、羽幌、初山別の各町村から、15

チーム47人が参加。22年ぶりに天売か

らの参加もあり、トーナメントによる

熱戦が繰り広げられました。(����)

�　町民スキー場「びゅー」の新しいイ

ベント「かっとびスキー祭り」が開催さ

れました。新種目のエアーボード競争

をはじめプロスキーヤーによるショー

などの多彩な内容。　最後はもちまきも

行われ、たくさんの子どもたちや家族

連れで賑わいました。(����)

�　ボランティアサークル「あざらしお

はなし会」の出前おはなし会が、羽幌保

育園で行われ、大型絵本の読み聞かせ

や手遊びなどの出し物に子どもたちは

大はしゃぎでした。(����)

�　平成24年消防出初式が行われました。

凛とした空気のなか団員、職員あわせ

て112名が整列。管理者の舟橋町長への

人員報告の後、観閲が行われました。
(���)

�　姉妹都市である石川県内灘町の町制

施行50周年を祝う記念式典が内灘町文

化会館で行われました。羽幌町から舟

橋町長と室田議長が来賓として出席し、

お祝いの気持ちを伝えました。(����)
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ホットケーキミックス ・・ 100ｇ　　　　　　無塩バター ・・・・・・・   15ｇ　
卵 ・・・・・・・・・・・  １コ　　　　　　 サラダ油 ・・・・・・・・　少量
牛乳 ・・・・・・・・・・  50ml
砂糖 ・・・・・・・・　大さじ１

�����

��バターを電子レンジで1～2分加熱し、溶かしておく
�　ボウルに材料�と溶かしたバターを入れ、泡立て器でよく混ぜ合わせる
�　ドーナツ型にサラダ油を塗り、混ぜ合わせた生地を八分目まで入れる（量が多す
　ぎると膨らみすぎるので要注意）
�　180℃に温めておいたオーブンで10～15分程度焼く
�������	
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���������������	�	������ 
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　冷ましたドーナツにチョコレート（板チョコを電子レンジで溶かす）やチョコペン、
　カラースプレー、マーブルチョコなどで飾る
��������

　きな粉と粉砂糖を1：1の割合で混ぜ合わせ、焼きたてのドーナツにまぶす
��������

　粉砂糖にココアパウダー少々を混ぜ合わせ、焼きたてのドーナツにまぶす

�

� � � � � � � 	 
 �
　食育をテーマに親子で作れる簡単料理を隔月で紹介しています。
　幼児期から食べものをバランスよく食べるため、さまざまな知識を身につけることが必要で
す。親子で一緒に料理を作って、食べることを通して「食」を楽しむ気持ちや食べものの大切
さなどを育みましょう。

� �����������������
� � � � � � � 	 
 � � 
 �� �

般的なドーナツは生地を

油で揚げますが、最近はシ

リコン製の型などに生地を流して

オーブンで焼く「焼きドーナツ」

が流行っています。

�������	
��


　今回のようにチョコレートをか

けたり、きな粉やココアをまぶす

だけでなく、生地に豆腐やおから

などの大豆製品やかぼちゃ、にん

じんなどの野菜、バナナなどの果

物やヨーグルト・チーズといった

乳製品などいろいろな食材を加え

ることもできるので楽しいですよ。

�������	
��

　焼きドーナツは、油で揚げない

ので小さなお子さんと一緒に作れ

ます。手軽なのでぜひ挑戦してみ

てはいかがでしょうか。

�������������������
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�すこやか健康センター内 福祉課保健係 � 62-6020

家ではほぼ毎日ケンカするほど元気な姉妹だそうですが、この日は少し緊張ぎみだったかな？
小さな声でやりとりする2人でしたが、着実に工程をこなしていました。そんな2人は、友だち
と一緒に活動している「ＰＬバトントワリング」のメンバーの一員。週1回の練習も欠かさずに
参加し、今はグレードとよばれる認定試験のための基礎を猛特訓。これを乗り越えて「また新し
い舞台演技をがんばりたい」と張り切っていました。

����������(�) ����
ふうな

��������(�)
ことは

������������

�

�� � 親子で一緒に料理を作り、試

　　食。「食」について学びます。

�� � 町内在住の小学生以下のお子

　　さん（きょうだいも可）とその親

�� � すこやか健康センターへご連

　　絡ください。
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� 0164-62-1211

� s-kouhou@town.haboro.lg.jp

お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す�

そ
ば
は
誰
に
も
譲
り
ま
せ
ん
。

食
べ
る
の
大
好
き
！
ご
飯
は
残

さ
ず
ペ
ロ
ッ
と
平
ら
げ
ま
す
。

������くん (1才1カ月）
かける

父　達さん
母　千鶴さん 

�������ちゃん (1才9カ月） 
りこ

　　　����くん (4才7カ月）
たいせい

父　俊行さん　母　舞さん 

�����
桜木　紫乃　著

�����
唯川　恵　著

��������
水木しげる　著

����������	
�

�������������清水　悦子　著

�������	
�
浅利　妙峰　著

�������	
��
����
永谷園生姜部　監修

�������	
��
石田　純子　監修

��������	
ジョン・スティーブンス　著

��������
山本　一力　著

������
ジョン・クラッセン　作

������
ナムーラミチヨ　作

���������	
�
やなせたかし　作

������
市瀬　義雄　監修

��������	
�	
スティーブ・パーカー　著

����

����

夢を抱くのに年齢もキャリアも関係
ない。シンプルな習慣を少しプラス
するだけで、あなたの夢がぐっと近
づく。「あきらめない自分」をつくる
ヒントがきっと見つかります。

生活の傍らには常に本がある。お笑
い界きっての本読み、ピース又吉が
太宰治、江戸川乱歩などの作品紹介
を通して自信を綴る、胸を揺さぶら
れるパーソナル・エッセイ集。

�������

又吉　直樹　著

�������������� ���������������	����

��������	
��������	
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�������
絵本の読み聞かせをしています。
紙芝居や楽しい遊びもあります。気軽にご参加ください。

※ 新刊や蔵書は羽幌町ホームページで検索できます。
【開館時間】午前10：00～午後5：00
【休館日】 毎月1回、第4日曜日　　
【電話】� 0164-62-1178(中央公民館内）

������

澤　穂希　著　

�日  程�������������	���
����

◆貸し出しはできませんが、返却は図書室前にポスト
　置きますので、そこにお願いします。
◆2月18日（土）から平常どおり開館します。 

�������	

蔵書点検のため休館します。ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。
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� 0164-62-1211
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�例年2月は寒暖の差が大きくなり、屋根からの転落や、
除雪機に巻き込まれるなど、尊い命を失う事故が発生
しています。毎日の雪投げなどで大変な苦労などもあ
ると思いますが、事故をなくすため、特に次のことに
注意しましょう。

�������	

　道路に面した屋根の雪やつららを常に点検し、早め
におろしましょう。おろすときは歩行者や遊んでいる
子どもに注意してください。また、必ず転落防止用の
ロープをつけて作業してください。

�������	
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　看板やロープなどで歩行者に注意を促すようにして
ください。

�����������	
��


　家屋の軒下の通行はできるだけ避け、通行するとき
は、十分注意してください。小さいお子さんを歩道で
遊ばせないようにしてください。

�������	
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��

　除雪中に除雪機に巻き込まれたり、下敷きにならな
いように作業中は服装と周囲の安全を確認するととも
に、中断するときはエンジンを停止しましょう。
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　羽幌警察署 � 62-1110

��������	�����������

　この運動は、住民一人ひとりが火災の恐ろしさを認
識するとともに、出火の絶無と火災による死傷者の発
生を未然に防止することを目的としています。

����

�火災発生の絶無
�火災による死亡事故の絶無
�危険物等の事故防止
�防災家族会議の推進

�������	
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�寝たばこやたばこの投げ捨ては絶対にしない
�ストーブの周りには燃えやすい物を置かない
�ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す
�子どもの手の届く所にマッチやライターを置かない
�火災の被害を最小限に抑えるため、住宅用消火器を
　備える
�電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
�火災の早期発見のため住宅用火災警報器を設置する

������

　北留萌消防組合消防署予防課 � 62-1246
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　　　1件)(　　　1件発 生 件 数

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　1人)(　　　1人負 傷 者

������
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　　29件)(　　　29件救 急 出 動

　　31人)(　　　31人搬 送 人 員

　　　2件)(　　2件火 災 件 数

0円)(　　0円損 害 額

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　0人)(　　　0人負 傷 者

　羽幌警察署並びに消防署から1月における各件数な
どのお知らせです。
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　羽幌警察署 � 62-1110
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　交通の渋滞を引き起こし、スムーズな走行ができな
くなることがあります。

��������	
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　通行車両や歩行者の見通しを妨げ、発見が遅れるお
それがあり交差点事故の原因となります。
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��


　狭い道路などでは他の車を通行不能にしたり、時に
は消防車や救急車などの緊急車両の活動を妨げ、人命
が失われることもあります。
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　駐車車両の直前直後からの横断による歩行者事故や、
夜間の衝突事故の原因になります。
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　除雪車の進行や、除排雪作業の妨げとなり、地域に
大きな迷惑をかけることになります。
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　町民スキー場びゅー � 62-6800

　3月から次のとおり開設時間が変更になります。お
間違えのないようご来場ください。

�月曜日　休場
�火～金曜日　午後5:00～午後9:00（ナイターのみ）
�土・日曜日　午後1:00～午後5:00

※3月4日(日)は午前9:00から開場していますが、ス

キー大会開催のため、コースに一部制限があります。

�������「���」�������
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　財務課税務係 � 68-7002(直通)
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　確定申告は、道町民税や国民健康保険税、介護保険
料の算定資料となるほか、町営住宅の申込み、年金な
どの受給手続きに必要な各種証明書を発行する際の資
料となる重要な手続きです。
　申告には印鑑や源泉徴収票、領収書などの書類が必
要です。詳しくはお問い合わ
せください。

��　2月16日（木）～3月15日（木）
��　午前9:00～午前11:00、午後1:00～午後4:00
��　役場1階 相談室
　　（2月9～10日は川北老人福祉センター）
�������	


・営業や農業などの事業所得、不動産所得がある方
・給与所得者で年末調整を行わなかった方
・年の途中で退職した人や、2カ所以上から給与の支
　払いを受けている方
・給与以外の所得が２０万円を超える方　など

��������	
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　町民課総合受付係 � 68-7003(直通)

　公的個人認証サービスで使用する電子証明書の有効
期限は発行から3年間です。期限が過ぎると電子証明
書は失効となり、インターネットでの行政手続きがで
きなくなりますので、事前に申請（更新）することをお
すすめします。なお、有効期間中でも、住所・氏名な
どに変更があれば自動的に失効しますのでご注意くだ
さい。
　また、電子証明書が失効した後でも、申請（新規発
行）により新しい証明書を取得することができます。
詳しくはお問い合わせください。

�������	

・本人の住民基本台帳カード
・手数料 500円

※「公的個人認証サービス」は、インターネットでの行政手
続き（国税電子申告など）で、申請者が本人であることや申
請内容が通信中に改ざんされていないことを、電子証明書
により証明するものです。

�������	
���－������－

　総務省と経済産業省が実施する「経済センサス－活
動調査」では現在、調査員による調査票の回収作業を
行っています。
　この調査は、地域の産業振興や商店街活性化のため
の基礎資料となる大切な調査で、町内すべての企業・事
業所が対象です。正確な統計をつくるため、調査票の
回収についてご協力をお願いします。

・調査票は、2月末までに調査員が直接訪問し、回収し
　ます。
・2月末までに提出できない場合は、「郵送提出用封筒」
　により3月31日までに返送してください。
・調査員は「統計調査員証」を身につけていますので
　ご確認ください。

������

　総務課情報管理係 � 62-1211
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・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険など
　に加入している方
・乳幼児医療、ひとり親医療、重度心身障害者医療な
　どの制度の受給対象となる方
・児童扶養手当や特別児童扶養手当の対象となる方
・町営住宅等に入居されている方
・所得課税証明が必要となる方　など

※個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告
は、4月2日（月）が申告・納付期限です。

���「�������	
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　男性にも料理に関心をもってもらうための料理教室
を開催します。普段料理をしない人でもお気軽にご参
加ください。食生活改善推進員がサポートします。

���3月6日(火）午前10:30～午後1:30
���すこやか健康センター
���町内在住の20歳以上の男性 
���栄養の話、調理実習・試食(ごまチーズおむすび、
　　　魚貝よせ鍋、きゅうりとワカメの酢の物）
����300円
����　2月28日(火）まで
��　羽幌町食生活改善協議会

��������	
��


�������	
　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

　先月の「かっ飛び！スキー祭り」に続く、今シーズ
ンからの新イベント「オロちゃんスキー大会」の参加
者を募集しています。
　事前に申告したタイムと実際の滑走タイムで順位が
決まるので、誰でも優勝を狙える大会です。どうぞお
申し込みください。

��　3月4日(日)　午前9:00受付開始
��　町民スキー場びゅー
�����大回転競技（宣言タイム制）
��

�小学1-2年の部（男子・女子）
�小学3-4年の部（男子・女子）
�小学5-6年の部（男子・女子）
�中学生の部（男子・女子）
�高校・一般の部（男子・女子）
�ファミリーの部（家族ペア、幼児も可）
���各部門1～3位まで（スキー用品などの景品あり）
����無料
�����2月24日（金）必着

�������	
��
�������

�������	
　オロちゃんスキー大会事務局
　中央公民館内 社会教育課社会教育係 � 62-5880

��������	
��
�����

　羽幌町在住の60歳以上の方のための大学です。生き
がいのある充実した生活をつくりだすための学習と交
流の場です。あなたもいちい大学に入学しませんか。

���町内の60歳以上の方
����無料(但し、学生自治会費など若干必要です)
�����3月31日(土)まで

�������	
�中央公民館内
　社会教育課社会教育係 � 62-5880

�「��������」��������

　職場や町内会などの団体・グループが主催する学習
会などに、役場職員が出向いて講座を行う「ほっと講座
はぼろ」は随時受け付けています。
　現在、35の講座メニューを設定していますが、どの
ようなことでも構いません。「もっと町のことを知り
たい」「利用したい制度があるので詳しく知りたい」な
ど、お気軽にご利用ください。

�������	
　中央公民館内
　社会教育課社会教育係　� 62-5880



����

　年金の加入状況の確認、納付書や年金手帳の再発行
依頼など年金に係る相談を受け付けています。

��������	
�

　希望される方は、相談日の一週間前までにご予約く
ださい。（定員になり次第、締め切る場合があります）

���3月8日(木)　午前10:00～午後4:00
��　役場4階 大会議室
�������	
　
　日本年金機構留萌年金事務所 � 0164-43-7211

����

　行政に関することでわからないことがあれば、お気
軽にご相談ください。相談内容の秘密は厳守されます。

��　3月14日(水) 　午前9:00～正午
��　役場 会議室
������

�町民課総合受付係 � 68-7003(直通)

������

　住民のみなさんの心配ごとへの対応として、毎月1回
開催しています。

��　3月21日(水) 　午後1:３０～午後4:00
��　勤労青少年ホーム

������

　羽幌町社会福祉協議会 � 69-2311

����

　保健師と栄養士による健康相談を行っています。町
内在住の方なら誰でも利用できます。毎回体重・体脂
肪測定、血圧測定、健康の話、軽い運動
をしています。健康手帳をお持ちの方
は、ご持参ください。

��　3月27日(火)
��　川北老人福祉センター (午前10:00～午前11:30)
　　　すこやか健康センター (午後1:00～午後3:00)

������　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

�������	

��������	
��
�

　羽幌町には法務大臣から委嘱された3人の人権擁護
委員がいます。人権擁護委員は、いつでも地域住民か
らの相談に応じています。相談は無料で難しい手続き
もありません。身近に起こっている問題について安心
してご相談ください。内容の秘密は堅く守られます。

�������	
��
�　
　これまで人権擁護委員としてご尽力いただいた工藤
喜一さんが、任期満了により退任され、新たに村田菊
男さんが委嘱されました。よろしくお願いします。

������　
　���������������������������

������

　町民課総合受付係 � 68-7003(直通)

�����������	
��
��

�������	
��
�����������

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者やそ
の家族の方々を介護、福祉、医療などさまざまな面か
ら支援する総合機関です。羽幌町ではすこやか健康セ
ンター内に開設し、健康づく
りや介護予防のサポートや相
談に対応しています。

　　　　
�������	
��
���

�������

　膝・腰痛予防をテーマに研修会や出前講座を行って
います。
�����

　高齢者のみなさんの生活全般の相談に対応します。
　また、介護サービスの利用方法や、近所に心配な方
がいるがどうしたらよいかわからないなど、さまざま
な相談を受け付けています。　

������　すこやか健康センター内
　 羽幌町地域包括支援センター � 62-6021

��������	
��
�����

　生活のしづらさを感じている方や将来に不安を感じ
ている方などのために、巡回相談を行っています。
　年齢や障がいの種類、障害者手帳の有無は問いませ
ん。無料で相談できますので気軽にご利用ください。

��　毎週 木曜日　午前9:0０～午後5:00
��　川北老人福祉センター
※訪問での相談も受け付けています。事前にご連絡ください。

�������	


　留萌圏域障がい者総合相談支援センター「うぇる」
　� 0164-43-7575　� wel-sien@bz01.plala.or.jp

�������������

健康センター午前9：30～苺くらぶ  5日(月)

健康センター午前9：30～あいあいサ～クル  7日(水)

健康センター午前9：00～特定健診結果説明会  8日(木)

健康センター午前9：00～特定健診結果説明会  9日(金)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ12日(月)

健康センター午後1：00～乳児健診14日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ19日(月)

健康センター午前9：30～あいあいサ～クル21日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ26日(月)

�������	
��
���

　町内で行われる保健事業や子育て教室などの日程で
す。内容など詳しくはお問い合わせください。

������　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

「�������	
��
�」����

　親子で参加できる子育て教室です。楽しい子育ての
輪、友だちの輪を広げませんか。

��　毎週火・金曜日 　午前9:30～午前11:00
��　すこやか健康センター
��　幼稚園・保育園に未入園のお子さんと保護者
��　自由遊び、保育士による手遊び、読み聞かせ

　道立羽幌病院は、土・日曜日及び祝日を含め、救急
診療を行っています。

������　加藤病院
　　　　　(南6条5丁目)
　　　　   � 62-1005

�������	
��

　町内では、乳幼児を中心にインフルエンザが流行し
ており、今後さらに拡大していくことが予測されます。
　今シーズン検出されているインフルエンザウイルス
は約９割がA香港型です。乳幼児や高齢者がかかると
重症化する場合もありますので、日ごろから一人ひと
りが予防を意識して生活しましょう。
　
�������	


・外出後の手洗い、うがいを習慣化しましょう。
・栄養と休養を十分にとりましょう。
・適度な温度、湿度を保ちましょう
・咳エチケットを守りましょう。
・感染拡大を防止するために発熱が下がってから、2日
間は外出を控えましょう。

���������	
��
���

������　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020
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南５の５(睦也・知世)�����������
あいり

幸町(哲一・桃子)����������
なぎせ

幸町(太志・朋枝)�����������
りょうたろう

栄町(研二・直美)����������
ひろと

栄町(誠・利紗)����������
かいと

���� ��

�����　平成24年2月号　No.584　����羽幌町  078-4198  北海道苫前郡羽幌町南町1番地1　��  総務課

��  0164(62)1211   ���  0164(62)1219  ���  s-kouhou@town.haboro.lg.jp ���������www.town.haboro.lg.jp

羽幌町成人式実行委員会メンバー

�� ���さん   ( 20才 ・ 南町 ）
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「
成
人
式
は
久
ぶ
り
に
同
級
生

と
会
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
成

人
に
な
っ
て
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

野
球
が
好
き
な
子
た
ち
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ど
っ

ち
も
が
ん
ば
り
た
い
っ
て
思
っ
て

い
ま
す
」そ
う
語
る
の
は
、今
年
の

新
成
人
の
一
人
、
加
藤
さ
ん
で
す
。

　

成
人
式
実
行
委
員
会
の
地
元

メ
ン
バ
ー
と
し
て
成
人
式
の
企

画
運
営
に
関
わ
り
、
当
日
は
祝
電

披
露
の
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
か
ら
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
し
あ
わ
せ
荘
で
介
護

員
を
し
て
い
ま
す
。
野
球
が
大

好
き
で
小
樽
の
高
校
へ
進
み
ま

し
た
が
、「
働
く
な
ら
地
元
、
羽

幌
が
い
い
と
思
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。周
り
に
知
っ
て
い
る
人

が
多
い
、
地
元
っ
て
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
い
い
ん
で
す
よ
ね
」と
言

い
ま
す
。仲
間
と
社
会
人
の
野
球

チ
ー
ム
も
つ
く
り
、
野
球
を
続
け

て
い
て
「
好
き
な
こ
と
が
あ
る
か

ら
が
ん
ば
れ
る
」と
笑
顔
。

　
「
介
護
の
仕
事
は
中
身
が
す
ご

く
濃
い
で
す
。人
と
接
す
る
の
は

好
き
で
す
し
、
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
職
場
で
は
先
輩
に
も
恵
ま

れ
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
実
務
経
験
を
積
ん
で
資
格
取

得
も
考
え
て
い
ま
す
が
、正
直
な

と
こ
ろ
、ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
や
り

た
い
こ
と
を
探
し
て
い
る
状
態
。

ま
ず
は
、今
の
仕
事
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
も
確
実
に

前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
成

人
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

� � ��

 ひ  ろ  や

�
�
�
�
�

　

節
分
を
過
ぎ
て
、
暦
の
上
で
は

立
春
。
春
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
雪
の
日
も
多
く
、

日
々
、お
天
気
の
状
況
、
特
に
雪
の

状
況
が
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

そ
こ
で
、
お
天
気
の
チ
ェ
ッ
ク

に
お
勧
め
な
の
が
地
デ
ジ
テ
レ
ビ

の
リ
モ
コ
ン
に
つ
い
て
い
る
Ｄ
ボ

タ
ン
（
デ
ー
タ
ー
放
送
ボ
タ
ン
）

で
す
。
み
な
さ
ん
は
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
Ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

テ
レ
ビ
で
番
組
を
見
な
が
ら
、「
天

気
予
報
」や「
ニ
ュ
ー
ス
」な
ど
の

情
報
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、と
て
も
便
利
で
す
よ
。

　

さ
て
、「
広
報
は
ぼ
ろ
」は
、地
域
の

方
面
委
員
さ
ん
を
経
由
し
各
町
内
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。1
月
で
方
面

委
員
さ
ん
が
交
代
の
地
域
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
絆
を
大
切
に
、
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
M
）

南２の４76歳��������

南４の１77歳���������

南４の２82歳�������

南５の３80歳���������

北３の１85歳��������

北３の１83歳��������

北４の１52歳��������

北５の１83歳�������

幸町67歳��������

幸町80歳��������

南町85歳��������

南町93歳�������

栄町90歳���������

栄町91歳��������

栄町73歳�������

天売87歳��������

����

北２の２�����������������

南３の４����������������

�����


